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ASEAN 諸国、中国、韓国、台湾、日本を中心とする東アジア地域の経済的相互関係が深まり、

東アジア経済圏形成への動きが深まっている。日本にとって、また世界経済にとっても、東アジ

ア経済圏の発展がますます重要性を増している。しかしながら、この地域において経済発展の成

果がすべての人々に還元され、生活の向上と社会の安定に結び付けられるためには、労働の側面

の改善には引き続き多くの努力が必要とされている。 

本報告書、第Ⅰ部「東アジアにおける経済発展と労働：現状と展望」では、東アジア地域の経

済・労働分野に精通した研究者による講演録を収録し、そこでは、東アジアにおけるあらゆる問

題を包括的・体系的に検討していく際の基本的な論点とヒントが提示されている。また、第Ⅱ部

「連帯のグローバル化の最前線から」では、国際労働運動の最前線で実践に携わる GUF、国際労

働財団、連合構成組織、連合本部の担当者からの運動課題への取り組みの報告と問題提起が示さ

れている。 
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